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高付加価値ビジネスへの展開

◼ リテールサポート機能の強化

◼ 生産性向上による収益拡大
（業務効率化、システム化の推進）

◼ 自社オリジナル商品の展開
（M&Aも含む）

国内カバー地域の拡充／
海外市場対応を通じた
さらなる規模追求へ

◼ 空白地域への対応）

◼ 国内市場のみならず、より広域な
地域展開・販路へ対応

顧客内シェア拡大

◼ 大手取引先に対する顧客内シェア
アップ

◼ ***の伸びに対する事業強化

当初のサービス

国内都市圏を中心とした
展開エリア拡大による成長

◼ 各地での顧客開拓とそれに伴う
営業拠点の全国展開

◼ BtoB,BtoCへの対応の強化

存在感のあるビジネス

◼ 顧客要望に応じて、ワンストップで
提供するビジネススタイルの確立

現在の位置を明確にする

向かうべき方向を明確化

EC事業の構築支援

サプライチェーンマネジメントの一つとしてEC対応が存在しており、ECを手段とした改革は現在では非常に重要性が高い。ただし将来（ターゲット）を明確にした構築を行わなければ十分な効果が得られないものに

なる。

2024年11月

将来に向けた成長シナリオ（案）

自社の現在位置、これからのすすむべき報告制を整理する事でEC事業の目的を明確化する事が必要

1カ月目 2カ月目 3カ月目

※上記のスケジュールは一例です。貴社のご要望などに応じて最適なスケジュールを検討し、ご提案いたします。

キックオフ
現状確認・
ターゲット作成

成長シナリオの策定

EC要件作成

業
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目
処 Step 1

Step 2

Step 3

ECシステムの拡張による
EC利用の拡大

EC以降に向けた
業務全体の整理

物流業務の集約、
物流改善

Step 4

顧客管理システム導入に
よる営業力の向上

取り扱いアイテム数などの拡大
オペレーションの確立

営
業

物
流

管
理

事業の効率化

在庫管理の改善

顧客活動履歴の共有

営業・物流支援業務の効率化

EC利用による顧客との
関係改善

商品マスタ管理の改善

物流改善

自社在庫・外部在庫の切り
分け・連携

WEBプラットフォーマーへの展開

ECサイト活用推進 顧客別収支管理

管理業務の改善

顧客情報管理
マーケティング高度化

目的に向けたロードマップを作成し、成長シナリオを明確化する事でEC構築シナリオを明確化する

ECの基盤を準備する場合には自社の状況、対象となるお客さまのリテラシーを分析し、いくつかの改善（Step）を
経ながら成長するシステムへとする事が重要

よくある課題 解決の方向性

◼ ECの立ち上げを検討しているが何をしたらよい
かわからない

◼ ECに関する論点を整理したい

◼ EC事業による効果がわからない

◼ 経験者がいないため、立ち上げのマネジメント
ができていない

◼ EC事業を立ち上げる場合にどのようなシステム
を準備すればよいかがわからない

◼ EC実施に向けた必要となる論点整理

◼ EC事業の目的・方向性・ロードマップを明確に
作成

◼ EC事業での達成効果と次stepへの遷移基準の
明確化

◼ 推進に関するプロジェクトマネジメント

◼ 目的と要件、要件の優先順位を明確化し、RFP

を通してシステムを選定

お問い合わせコンサルティングのご依頼、ご相談はこちらから ▲

EC立ち上げ時の課題 EC導入時のロードマップ案

EC立ち上げ時事業方針ターゲットの明確化

実施方法（スケジュール）※EC立ち上げ計画策定

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
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